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ファンド名 実質的運用者 運用哲学・アプローチ 銘柄数 投資対象（代表例） リスク（5段階）

ベイリー・ギフォード
世界長期成長株ファンド
愛称：ロイヤルマイル

ベイリー・ギフォード
（スコットランド）

長期視点の成長株投資
投資アイデアの発掘において様々な観点から情報収集し、産業の
魅力度や経営陣のクオリティを徹底して調査。成長シナリオの確
信度によってウェイトを決定。

40
銘柄前後

アマゾン、エヌビディア、クラウドフレア、ネットフ
リックス、ロブロックス、スポティファイ、シー、テン
セント、クーパン、アップラビン

★★★★★

キャピタル
世界株式ファンド

キャピタルグループ
（米国）

GARP：Growth at a Reasonable Price
両アナリスト（株式/債券）の見識を共有し銘柄を選定。マルチポー
トフォリオマネージャー運用を1つのポートフォリオとしファンドを
運用（キャピタルシステム）

270
銘柄前後

メタ、マイクロソフト、ブロードコム、台湾セミコン
ダクター、テスラ、エヌビディア、ネットフリックス、
アルファベット、ロイヤル・カリビアン・クルーズ、ア
ストラゼネカ

★★★★

SBI・コムジェスト・クオリティグロー
ス・世界株式ファンド

コムジェスト
（フランス）

クオリティグロース株投資
景気変動に左右されにくい、安定して高い利益成長が持続でき
る企業に厳選投資を行う。長期的視点での企業調査に基づき銘
柄を長期保有する。投資判断においては、複数の運用担当者が全
員一致することもユニークな点の一つ。

30～50
銘柄

台湾セミコンダクター、マイクロソフト、リンデ、ビ
ザ、ジョンソン・エンド・ジョンソン、インテュイット、
エシロールルックスオティカ、アルファベット、アル
コン、アマゾン・ドットコム

★★★★

フィデリティ・
世界割安成長株投信
（テンバガー・ハンター）

フィデリティインベストメンツグ
ループ
（米国）

割安成長株投資
将来的に株価が10倍になる可能性を秘めた企業を発掘し投資す
ることがファンド名にもなっているが、企業の長期的な成長力と
株価の割安度の両面に着目。本ファンドもキャピタル同様に
GARP（Growth at a Reasonable Price）の考え方でバ
リュー投資とグロース投資の要素を組み合わせ

580
銘柄前後

ウェルス・ファーゴ、パフォーマンス・フード・グ
ループ、TDシネックス、アリマンタシォン・クシュ
タール、スティーフル・フィナンシャル、PG&E、ボ
ンティエ、オビンティブ、DCC、レイモンド・ジェー
ムズ・フィナンシャル

★★★★

モルガン・スタンレー
グローバル・プレミアム

株式オープン

モルガン・スタンレー・インベス
トメント・マネジメント（英国）

成長株投資
高い収益力、参入障壁や優れたブランド力を持つ、持続的な成長
が見込める企業に厳選投資。

原則
20～40
銘柄

マイクロソフト、SAP、ビザ、ロレアル、アーサー・
J・ギャラガー、コカ・コーラ、P&G、エーオン、アル
ファベット、ローパーテクノロジーズ

★★★

農林中金＜パートナーズ＞
おおぶねグローバル

（長期厳選）

農林中金バリューインベストメ
ンツ（NVIC）
（日本）

長期厳選投資
北米、日本、欧州の中で、更に持続的に利益を生みだすと考えら
れる構造的に強靭な企業（付加価値の高い産業、圧倒的な競争優
位、長期的な潮流）に厳選して長期投資し、安定的なリターンを目
指す

20～30
銘柄

東京海上HD、アトラスコブコ、シャーウィン・ウイ
リアムズ、エドワーズライフサイエンス、S&Pグ
ローバル、、ビザ、テキサスインスツルメンツ、信越
化学、ジャック・ヘンリー・アンドアソシエイツ、コン
パスグループ

★★★

（各社月次レポートより作成 2025年8月末時点）※NVIC2025年5月
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ベイリー・ギフォード
世界長期成長株ファンド
愛称：ロイヤルマイル

キャピタル
世界株式ファンド

SBI・コムジェスト・
クオリティグロース・
世界株式ファンド

フィデリティ・
世界割安成長株投信

（テンバガー・ハンター）B

モルガン・スタンレー
グローバル・プレミアム

株式オープン
おおぶねグローバル

設定日 基準年月 2019年1月31日 2007年10月29日 2021年3月30日 2020年3月23日 2012年2月17日 2020年3月19日

トータルリターン
（3年）年率

25年11月末 28.14% 22.76% 18.70% 16.27% 11.18% 11.98%

トータルリターン
（5年）年率

25年11月末 10.42% 17.80% -- 19.12% 13.35% 10.81%

トータルリターン
（10年）年率

25年11月末 -- 13.62% -- 10.48%

リスク
（3年）年率

25年11月末 22.68% 13.95% 14.79% 12.65% 11.43% 11.28%

リスク
（5年）年率

25年11月末 25.81% 14.71% -- 13.41% 11.88% 12.88%

リスク
（10年）年率

25年11月末 -- 16.45% -- 12.65%

純資産総額（億円） 25年11月末 1,045.82 9,970.20 94.8 9,234.20 3,648.89 233.62

（ウェルスアドバイザーサイトおよび月次レポートより抜粋）
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ベイリー・ギフォード
世界長期成長株ファンド
愛称：ロイヤルマイル

キャピタル
世界株式ファンド

SBI・コムジェスト・クオリティ
グロース・世界株式ファンド

フィデリティ・
世界割安成長株投信
（テンバガー・ハンター）

モルガン・スタンレー
グローバル・プレミアム

株式オープン

農林中金＜パートナーズ＞
長期厳選投資おおぶね

1 アメリカ 47.8% アメリカ 53.8% アメリカ 52.6% アメリカ 45.6% アメリカ 80.7% 米国株式 49.5%

2 中国 15.4% フランス 7.3% フランス 12.9% 日本 12.0% ドイツ 7.4% 日本株式 13.2%

3 オランダ 6.7% 英国 5.8% 台湾 8.1% 英国 9.9% 英国 4.3% 欧州株式 31.6%

4 ブラジル 6.1% カナダ 3.6% 英国 6.8% カナダ 3.1% フランス 3.6%

5 シンガポール 3.2% 台湾 3.4% 日本 5.0% フランス 2.7% イタリア 1.9%

6 スウェーデン 3.3% 日本 3.9% スイス 4.9%

7 韓国 3.3% ドイツ 2.5% オランダ 4.7%

8 台湾 3.2% オランダ 2.3% ドイツ 1.1%

9 カナダ 2.7% スイス 1.9%

10 フランス 1.6% 中国 1.8%

（各社月次レポートより作成 2025年9月末時点）



実践会限り商品勉強会（三菱UFJアセットマネジメント）

モルガン・スタンレー
グローバル・プレミアム株式オープン

（為替ヘッジなし）
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モルガン・スタンレー・グループの紹介

●米国ニューヨークに本拠を置く世界的な金融機関グループ

●ウェルスマネジメントや法人・機関投資家向け証券業務、資産運用業務（MSIM）

●1975年モルガン・スタンレー・グループの資産運用部門として設立

●世界最大級のアクティブ運用会社

●運用資産残高：1.7兆米ドル超（247兆円）※2025年6月末

●25カ国・55拠点

●インターナショナル・エクイティチーム
経験豊富な運用チーム（１５名）ときめ細かいクライアント・サービスを提供する
専任のポートフォリオ・スペシャリスト（１２名）が在籍

引用：モルガン・スタンレーHPより
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インターナショナル・エクイティチーム

グローバル・フランチャイズ運用戦略

ボトムアップ・アプローチにより、クオリティが高く企業運営が良好な企業に合理的な価格で投資します。

強力な無形資産、特にブランドやネットワークを特徴とするこれらの企業は、安定的で良好な投下資本利

益率を創出しており、これは長期的に維持できるものであると考えます。

当運用戦略は、厳しい市場環境においてダウンサイド・リスクを低減しながら、長期的に魅力的なパフォー

マンスを達成することを目指します。
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項目
モルガン・スタンレー

グローバル・プレミアム株式オープン
MSCIワールドインデックス

運用手法 アクティブ運用 パッシブ運用（インデックス運用）

投資目的
世界各国の株式のうち、プレミアム企業の株式に投資を

行い、中長期的な値上がり益の獲得
指数と同等のリターン獲得

銘柄選定
長期保有を視野に徹底的なボトムアップ・ アプローチを

行い、利益成長の持続可能性を多面的に分析
時価総額に基づく機械的選定（約1,400銘柄）

投資対象 世界中の企業 先進国の大型・中型株（新興国を含まない）

コスト 高い（調査・運用コスト） 低い
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（三菱UFJアセットマネジメント/MSIM HP資料より抜粋）

プレミアム企業への投資
プレミアム企業とは、高いブランド力、有力な特
許、強固な販売網など、競争優位の無形資産を
裏付けに、
フリー・キャッシュフロー*1を増大させることが
期待される企業をさします。

＊1 フリー・キャッシュフローとは、「事業活動による儲け」から「必要な投資」を

差引いて、手元の現金がいくら増えたかを表す指標です。

競争力のあるブランドを持つ「プレミアム企業」の特徴グローバル・フランチャイズ運用戦略
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簡単に真似できないブランド力や、替えの効かないネットワークを確立した企業には価格決定力
があるため、景気や市場環境に左右されにくく、着実に利益を増加させることができると考えら
れます。

（三菱UFJアセットマネジメント/MSIM HP資料より抜粋）
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（三菱UFJアセットマネジメント/MSIM HP資料より抜粋）

粗利益率や投下資本利益率*2などが継続的に高い企業であれば、持続的に利益を増やすことが
でき、長期的な株価の上昇につながると考えられます。
＊2 投下資本利益率（ROIC: Return On Invested Capital）とは、企業が事業活動のために投じた資金から、どれくらいの利益を生み出
したかを示す指標です。

投下資本利益率の概要

投下資本利益率
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（三菱UFJアセットマネジメント/MSIM HP資料より抜粋）

潤沢な手元資金（＝フリー・キャッシュフロー）を有効に活用することができる企業であれば、
企業価値の中長期的な成長に結びつけることができると考えられます。

フリー・キャッシュフロー活用のイメージ図



実践会限り

（三菱UFJアセットマネジメント/MSIM HP資料より抜粋）

持続可能なプレミアム企業の循環
経済的・政治的な環境変化（トレンド）に追随するのでは無く、より長期の個別銘柄の業績見通しに基づいて
投資を行っています。

強力な

無形資産

高い粗利益率
を実現するた

めの

価格決定力

低い資本集約
度で

堅調な利益

潤沢なフリー・
キャッシュフ

ロー

イノベーション
創出や宣伝広
告という形で

の

再投資

株主への分配

有能な
経営陣
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（三菱UFJアセットマネジメント/MSIM HP資料より抜粋）

グローバル・フランチャイズ運用戦略は、

高成長企業などに投資して短期で高いリターンを狙う（そして、その対価としてリターンの大きな変 動を受け
入れる）運用ではありません。

また、安定した業績の成長が期待される企業に投資を行うため、株式 市場が特定のテーマなどを背景に大き
く上昇する局面では、市場平均よりもリターンが低くなる場合があります。 

一方で、グローバル・フランチャイズ運用戦略が目指しているのは、プレミアム企業に集中投資することで、パ
フォーマンスが悪化することを 極力抑え、短期的な相場の変動や景気サイクルにあまり左右されずに安定的・
持続的な果実を獲得し、長期で魅力的なリターンを提供することです。

このように、大きな下落を抑えながら安定的に運用し、資産を長期で 着実に増やすという考え方は、「将来に
備え、資産をしっかり増やしたい」一方で「株価が大きく下落して資産が目減りするのは不安」という個人投資
家のみなさまの本質的なニーズや心理には、非常に合ったものだと考えています。
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項目 期間 2025年11月末

年率リターン

1年 -0.29％

3年(年率) 11.18％

5年(年率) 13.35％

10年(年率) 10.48％

リスク
（標準偏差）

1年 10.4％

3年(年率) 11.43％

5年(年率) 11.88％

10年(年率) 12.65％

MS グローバル・プレミアム株式オープン
「ブランド力」や「独自のネットワーク」を持ち、模倣が困難な強み（フランチャイズ価値）を有するプレミアム企業に厳選投資します。
サブスクリプション型のソフトウェア、繰り返し購入される家庭用品、強力なブランドを持つ消費財など、景気に左右されにくい分野がメイン

（ウェルスアドバイザーサイトおよび月次レポートより抜粋2025年11月末時点）

組入（業種） 組入上位（国・地域）

情報技術 22.0% アメリカ 80.7%

金融 22.0% ドイツ 7.4%

資本財・サービス 16.1% 英国 4.3%

生活必需品 12.7% フランス 3.6%

ヘルスケア 13.7% イタリア 1.9%

一般消費財・サービス 6.2%

コミュニケーション・サービス 5.1%

組み入れ銘柄 国 セクター 11月 9月

1マイクロソフト アメリカ 情報技術 8.7% 8.8%

2SAP ドイツ 情報技術 7.4% 7.7%

3アルファベット アメリカ コミュニケーション・サービス 5.1% 3.8%

4ビザ アメリカ 金融 5.0% 4.8%

5コカ･コーラ アメリカ 生活必需品 4.3% 3.6%

6レレックス イギリス 資本財・サービス 3.7% 4.1%

7ロレアル フランス 生活必需品 3.6% 3.4%

8プロクター･アンド･ギャンブル アメリカ 生活必需品 3.5% 3.4%

9サーモ･フィッシャー･サイエンティフィック アメリカ ヘルスケア 3.5%

10アーサー･J･ギャラガー アメリカ 金融 3.4% 4.0%
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グロプレ 上位組入銘柄の株価動向（5年）

①マイクロソフト ②SAP

④VISA ⑥レレックス

⑨サーモ･フィッシャー･サイエンティフィック

③アルファベット

⑦ロレアル

⑤コカ・コーラ

⑧プロクター･アンド･ギャンブル
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MSグローバル・プレミアム株式オープン（為替ヘッジなし）

設定来基準価額推移
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